
Hokuriku University

NII-Electronic Library Service

Hokurlku 　Unlverslty

北陸大学　紀要

第22号　　（1998）

　pp．385〜396

1

　　身体 「運動」の 語誌的研究
一 教育分野

・軍事関係分野 を中心 に 一

南 谷 直 利
＊

， 北 野 与
＊ ＊

A　Study　of 　Terminological　History　on 　Physical　
“

Undo ”

：

　　　 In　the　Fields　of　Education　and 　the　Troops

Naotoshi　Minamitani＊

，
　Yoichi　Kitano＊ ＊

丿〜θα 〜ived　October　30， 1998

1　 は じめ に

　本稿は 、 南谷 直利 ・北野与
一

共著の 「身体 『運動』の 語誌的研究
一

医学的分野 を中心 に
一

一」 （『北陸大学紀要』、第21号）に 続 くもの で 、本稿 をもっ て 本研究が 完結す る 。

　本稿で は 、 残された教育分野 と軍事関係分野 に つ い て検討する 。

ll　 研究 目的 ・方法

　幕末か ら明治 10年代頃に か けて の 教育分野及 び軍事関係分野に お ける 身体 「運動」 とい う語

彙の 定着過程を諸文献に よ っ て明 らかにす る。

皿　結果 と考察

　 1．教育分野 での身体 「運動」の定着

　わ が 国で は ，明治 5 （1872）年に 「学制」が 制定 され ，近代学校教育が 発足 をみ る
。 同 12

（1879）年 に は 「学制」が廃 され
， 「教 育令」が制定 され る 。 以後 も教育制度の 改革が 行わ れ

，

教育上 の 近代化が促進 され る。本稿 は，こ うした近代化の 波の 中に あ っ た小学校教育に視点 を

置 き， 健康 に係 る身体 「運動」の 定着過程 を概観する 。

　（1） 養生 口授 ・生 理指導と身体 「運動」

　 「学制」
〔］）

で は
， 小学校に 「養生口授」 （下等小学第 5級一同第 3級 ，

1週 2字） と 「生理」

（上 等小学第 1級， 1週 1 字） と い う教科が置か れ て い た 。 養生 口授は，「養生法健全 学等 ヲ 用

テ教 師縷々 ロ述す」る こ ととされ，また，生理 は，「教師自ラ人身ノ 生養 ス ル 所以 ノ理 ヲロ述
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ス 」る教科で あ っ た 。
こ の 養生 口授及び生理の 指導に使用 された若干の 参考書や教科書の内容

は
， 以下の とお りで あ っ た 。

　カ ッ トル著 ・松 山棟庵 ・森下岩楠 共訳 『初學 人身窮 理』
 

は
， 「生理 用参考書な い しは教科

書として用 い られたもので ，六 年八 月に新刻されて か ら十五 年まで五 版を重ね て多 く利用され

た」書で ある 。 生理 ， 解剖 及び衛生 （養生） に つ い て 解説 されて お り， 骨 ， 肉 ， 循環 ， 体温及

び神経系の 各章には
， 身体 「運動」 に係る衛生 （養生 ）論が 展開 され て い た 。 また

， 「健康法

ノ事」の 章が設け られて い た 。 こ の 章に は
， 「身體健康 ニ シテ精神活撥 トナ リ以テ人 世 ノ幸福

ヲ 享ル 」 ため に必 要な身体 「運動」， 「食物」， 「空氣」， 「睡眠」， 「皮膚」 に関 して の 「健康法」

が 解説 され て い た
。

　天野皎 『小學 口 授養生 談』
〔3）

は
， 「明治十年代 に は教科書 と して もっ と も多 く活用 され た」

書で あ っ た 。 「運動」に つ い て の 章が設 けられ，食事や 天候 に係わっ て の 運動す べ き時刻
・
場

所 ， 疾病 と運動 との 係わ り，運動 の 種類等を
，

わが国の 生 活実態 に合わせ た 内容で 小学生に わ

か り易 く解説 して い た。 また，「體操」と 「常の 運動」 とを絡ませ て，「常の 運動は散歩歟或 ハ

手足頭体等の 體操 を各二 十 回つ ・毎朝毎夕 に行な ふ と きハ 大に 利あ りこ れ予 か 曽て 經檢せ し處

な り」 と ， 自分の 体験 を交えて の 説明 も見 られた 。 著者の天 野は ， 明治10 （1877）年前後に神

戸 師範学校長 を務 め て お り，こ の 書 の 内容に は，身体 「運動」の 定着傾 向を示す もの もあ り，

注 目すべ き書で あ っ た 。

　石 阪健壮 『小學養生讀本』
｛d）

は ，「書肆」か ら 「小學生徒 ノ 爲二 養生法 ノ 簡ニ シ テ 且解 シ易

キ者 ヲ著 ハ サ ン 「 ヲ乞」わ れ，著者が 「我俗 二 適ス ル 者 ヲ撰テ 摘録 （中略）年來試驗 シ テ 其切

實ナ ル 者」「醫籍 中ヨ リ其肝要 ナ ル 者ヲ摘録」 した書で ある。内容 は，当時の 「下等小学口授

科」，「読物科養生 談」 に お ける指導の 実際を反映 してお り，貴重 な書で あ っ た 。 以 下に 「運動

論」の 主 要な事項 を略記す る 。

　  　 「運動ハ 人體 二 應シテ 同シ カ ラズ其法適當 ヲ得ル R ハ 身體及 ビ精神ヲ活撥強壯ナ ラシ ム

　 　 　 　 　 　 　 シ

　　ル
ー
1運動 二 若ク 者ハ ナ シ 」 と

， 運動方法の 重要性 とその 効果 を指摘 する 。

　（i） 運動に は
， 「實運動」 と 「虚運動」の 2 種類がある

。 前者は
， 自分の 身体を動か して の

　　運動で あ り，後者は ，「人力車」，
「騎馬」，「舟行」等 ， 他の 動物や 物体 を介 して の 運動で

　　あ る 。 それぞれ の 効果 を指摘する 。

　（ウ） 運動 と休息 ・睡眠の係わ りを解説 し，睡眠 を 「八時」問 とる よう指摘する。

　（⇒　運動 と食物 （榮養物 ） との 係 わ りを指摘す る 。

　  　 「小児 ハ 開豁氣中二 於テ 自在に運動セ シ ム ベ シ」 と，そ の 運動に は，「散歩 。 奔走。

　　霧桑籔。 宥竃 壕癒 轗韆。 木馬戯 。 」 薩躍  毎屶。 観騎 「體操」 があ り，
こ れ らの 運

　　動 は ，「心志 ヲ樂シ マ シ ム」効果 もある と指摘す る
。 なお

， 「體操 ハ 小児 二 無害 ノ運動 ナ リ

　　健康ヲ維持ス ル ニ 最良無碍ノ 遊戯」と指摘す る 。

　（カ）　 「撃劔 。 柔術 。 舟行 。 騎馬等」は
，

わが 国 「相應ノ 運 動」で あるが
，

こ うした運動が 困

　　難 な者は，「耕作。 米搗 。 水汲。其他各自ノカ ニ 應ズ ル 運動 （中略）撰 デ可 ナ リ」 と指摘

　　す る 。

　 なお，上 記の撃剣や騎馬が健康維持 に役立 つ 身体 「運 動」 と して とらえられ て い た事例に つ

い て ，以下 に若干付記 して お きたい
。

　幕 末の 思 想家 ・尊王 論 者で あ り， 教育者で もあ っ た 吉 田松 陰 （1830− 1859） は
， 嘉 永 4
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（1851）年 5月27日付の 叔 父玉木文之進 （1810− 1876）あて の 書 簡で ，「運動は馬場天氣なれハ

黜 請 レ之 撃劍 も瀦 古ナ ト トボ へ 俶 鑢 ・古賀 ・嵯 ナ ト孰 絎 候て も
一

里許之所 二

て 相應 二 運動 二 な り申候然れは病氣は 附 さるか當然 二 御座候蔓 （後略）」
C5）

と述べ て お り，ま

た
， 玉木 の 同年 6 月 7 日頃の 返信 と も思 わ れる書簡に は

， 「御乘 馬不 断之由なれハ 偏 二 運動之

ため 二 よろ し く尚丸二 無用之者 二 て無 レ 之旁至 極宜敷御養生 を悦 ヒ 申事二 御座候 （後略）」
［61

と

記 されて い る 。

　こ の 事例は，幕末の 武家社 会に おい て はすで に撃剣や騎馬が歩行 と同 じく健康維持の ために

活用 され て い た好事例 であ り，注 目に値す る 。

　宇 田川準
一 『小學生理 訓蒙』

cn

は ， ア メ リ カ の 「ハ チ ソ ン」氏の 著書 か ら 「生理 ト養生 トニ

關ス ル肝要 ノ諸件 ヲ抄譯編述」 した もの で ある 。 明治 13 （1880）年 「改正教育令」が公布 され ，

翌 年に 「小 学校教則綱領」が 制定される 。
こ れ に よ り， 下等小学 の 養生 口授 と上等小学の 生 理

が な くな り，
生理 は

， 小学高等科 （第 7 年前期 ， 第 8 年前 ・後期 ， 各週 2 時）に て 課せ られる

こ ととなる 。 本書は，こ の 年以後に編集され た指導書 または教科書の 標準的な書と言われ て い

る 。

c8）

　本書は ，「筋肉」の 生理 と係わ っ て 「運動」 を解説して い る 。 以下 に，そ の主要な事項 を略

記す る 。

　  　運動は
， 「習練法亘 キニ 適ス ル R ハ （中略）身體諸部ノ 筋質強大 シ テ其勢力ヲ増シ以 テ

　　全身ノ健康ヲ 運 進 ス ヘ シ」 と，その 方法の 重 要性 とその 効果 を指摘す る 。

　（イ）　 「歩行 ， 跳躍 ， 乗車 ， 乗馬 ， 乗舟 ， 泅泳及 ヒ 器械體操等」 を挙げ ， 「歩行運動」や 「乗

　　車運動」 とい う語彙を使用 し，それぞ れの 運動効果を解説す る 。

　（ウ） 運動の 精神的効果を指摘す る 。

　国 　 「體質」や 「職業」 に よ っ て
， 運動 を 「行 フ ノ 時間」が配慮 され る べ きで ある と指摘す

　　 る 。

　  　器械 「體操 ノ諸習練」 に つ い て
， 詳細 に解説する 。

　以上 ， 明治10年代半ば頃 まで実際 に使用 され た養生口授及び生理 の 指導に係る参考書，ある

い は教科書 に つ い て ，若干の 主要 な事例 を検討 したが
，

い ずれ の 書 も， 養生 （健康）法 と絡 ん

で 身体 「運動」の 必要性 と実施方法を総合的か つ 科学的に分 か り易 く解説 して い た
。

こ うした

養生 口授及び生 理 の 養生 （健康）法に 係わ る指導は
， 教育界 に お ける健康に係 る 身体 「運動」

語彙や その概念の 定着 を早め る こ と に 貢献 した こ とは確かで あろ う 。

　  　 『連語図』等の 指導 と身体 「運動」

　学制 ・小学教則時代の 小学校で は
， 国語系統の 指導に 『連語図』 が，また

， 養生 口授 ・生理

系統 の 指導に 『入体 図』が ， 「読法 ， 復読，暗記 ， 問答」 とい う指導方法の 下 で使用 され ，指

導効果 を上 げた の で あ る 。
こ の 両図に は

， 身体 「運動」 に係 る解説文が 記載 されて い た 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 い う ほ　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 う ん ど う

　 『連語圖解』には
， 「遊歩をなすハ （「輪まわ し の 絵」略）運動 の （「ブ ラ ン コ に乗 っ て い る

絵」略）の ため 。 蓮黏をなす ハ 翕を （「徒手体操 の 絵」略）霰じ鰹を麗ふ が た め 。 （「歩い て い

る絵」略）蓮錫をハ れバ 艾暑蛎をよみ （後略）」
〔9）

とあ る 。
こ の よ うに

， 「運動」の 目的や 種類

を絵 も付記 して分か り易 く解説 し， 語彙 の 理解 を容易に させたの で ある 。 また ，
こ こ には，養

生 （健康 ）法 と係 わ っ て 「運動」の 生 活化 をね ら っ た教育的意図 も見 られ た 。
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　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 キ ン ニ ク　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ナ ニ　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 サ ヨ ウ　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ツ カ サ　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 シ ン タイ　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 タ イ プ　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ナ

　
ー

方，『校正 小學人體問答』 に は，例 えば，「筋肉ハ 何 ノ作用 ヲ 主 ドル ヤ」「身體 ノ大部ヲ成
　 ビ エン 　 　 　 　 　 　 カ 　 　 ウ ン ドウ 　 シャゥ 　 　 　 　 モ

−t 　 ソ ノ シュニン

シ美艶 ナ ラ シ メ且 ツ 運動 ヲ生 ズ ル ヲ以テ其主任 トス 」
“°）

等の 問答文 が見 られ る 。
こ こ で は

，

　 ウ ッ クシク　 　 　 　 　 　 ソノウヘ　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ッ カサ

「運動」 との 関連で 筋肉の 生理 を理解 させ よ うと し て い た 。

　なお
， 当時使用 され た と考えられ る小 学校教育関係 の 辞書 の 身体 「運動」に つ い て の 語釈は

，

以下 の とお りで あ っ た 。

　 『小學字 引大全』 （1876） ： 「ウ ゴ ク コ ト」
〔11）

　 『ノ亅・學讀本字引』（1876）　： 「ウゴ カ ス 」
ce2）

　 『小學 課程書字引』 （1877） ： 「ミ ヲ コ ナス
，

ウ ゴ カ ス
，

ウ ゴ ク
，

ハ タラキ」
“ 3｝

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ロ ウダウ

　 『小學修身訓字引』（1883＞ ： 「カラダヲウ ゴカス コ ト」
“4）

（「勞動」 ： 「チ カ ラ　ハ タラク」）
｛151

　こ れ らの 辞書 もまた
， 先の 『連語図』等 の 指導 と相 まっ て 身体 「運動」語彙の 定着に影響 を

与 えた もの と考え られ る 。 な お ，『小學修身訓字引』 で は，「勞動」 と 「運動」を区別 し，「運

動」の 語釈 も従来の 語釈 よりもよ り的確な もの に してお り， 注 目され る 。

　（3） 体操指導と身体 「運動」

　幕末か ら 「学制」 の 発布時頃 ま で ，軍事関係者 は ，洋式軍事操練に 伴 う兵士 の 基 礎的操練の

一
つ と して 「體操」に よ る 身体操練法 に 関心 を示 し

，

一
方 ， 啓蒙主義主 唱の 教育者は

， 欧米諸

国の 学校教育 を紹介し，同時に 「體操」の 実践状況 をも報告 した 。 こ れ らの 訓練や 紹介 の 中で
，

「運動」 と い う語彙は，gymnasticsの訳語 と して使わ れ た り，　 motion ，あ る い は rnovement の 訳

語 と して 使 われた 。 例 えば，軍事関係で は
， 「筋節運動」

“6］
， 「身体運動」

〔］T）
， 「筋骨運動」

CtS）
が

gymhasticsの 訳語 として ，また，「此 ノ 運動ハ 」
〔19）
，「飛上 る運 動」

teD｝
，「前ノ （

一
二 ）ノ運動ヲ」

（21｝

の よ うな 「業」 の 説 明に も使わ れて い た 。 教育関係で は
， 例 えば

， 福 沢諭吉 は
，

ロ ン ドン の

「キ ン グ ス コ ル レージ」の 休憩時に おける実情紹介に
， 「五禽の 戯を為て 四肢 を運動 し （後略）」

（22）

と
，

「運動」 とい う語彙を使 っ て い る 。 また，Sluis
，
　PJA は

，
金沢 医学館におけ る医学教育で

「『ヘ ム ナス チ ーキ』 ハ 希猟国語 ニ シ テ 裸体運動 ノ義ナ リ」
｛23｝

と講義 し
，

こ の 「運動」の 必要性

を説 い て い る。

　以下 ， 「学制」以 後の 教育分野 を中心 に 「體操」 と 「運動」語彙の係 わ りに つ い て検討 して

い きた い
。

　 「学制」 に は，「體術」 と い う教科が 置かれ る こ と に な っ て い た が ，そ の 内容 が示 され て い

なか っ た こ ともあ り， 現場で の実施はなか っ た 。 明治 6 （1873）年 「改正小 学教則」が公布 さ

れ
， 「體術」が 「體操」 とな り， 「毎級 二 體操 ヲ置 ク，體操 バ

ー
日
一

，二 時 間ヲ 以 テ 足 レリ トス ，

槲 中體操法圖 ， 東京師範學校板體操圖等ノ 書ニ ヨ リテナ ス ベ シ」 となる 。 「各府県は印刷 して

管内 の 学校 に 配布 し」
t2”）

， その 実施の 徹底 を図 っ た 。 こ うした努力が な されて も
， 「體操」 の

普及 は容易で は なか っ たが ，「運動」語彙は ，こ の 「體操」の 普及 ・発展 に 伴 っ て 教育界に お

ける定着 を早め て い っ た の で ある 。

　南校 『樹中體操法圖』
c25）

は ，　 Schreder，　D．G．M．（1808− 1861）著
“

Aerzliche　Zimmergymnastik ”

（医療的室 内体操）の 付録を翻訳 したもの で ，45種 目か ら構成 されて い る 。 この 45種 目の うち ，

「第38」か ら 「第41」 ま で の 4 種 目に
， 先 に述 べ た軍事関係の 「業」 の 説明 と同 じ く 「〜運動」

が用 い られ ，後書 きに も 「體操」 とい う 「身體 ノ 運動」は ，「身健」を目指 した法で ある と，

「運動」語彙を用 い て その 目的を解説 して い る 。 なおまた
， 同 「體操」 を実施 した南校 の 前身
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開成学校の 「開成学校生徒養生 法」 に 「運動ハ 唯身体ノ健 康ヲ保持ス ル ノ ミナ ラズ又精神ヲ 活

撥ナ ラ シ ム ル ニ 必効ア リ」
（as｝

とあ る 。 こ こ で は
， 「運動」が 「體操」 を含め た身体の 諸運動 と

幅広 くと らえられ ， 身体 「運動」の 成果が精神に まで 及ぶ もの と考 えられ て お り， 学校教育出

発当初 の 「運動」概念を知る 上 で注目され る
。

　田邉良作 『小學必携體操圖解』
C27）

は
， 上記の 『樹中體操法圖』に見 られ た 「〜運動」 と い う

　 　 　 　 　 ウ デ 　 　ウ ン ドウ 　　 　 キ ヤ ク　 　 　 　　 　 　 　　 タイ　 　 　　 　 　 　　 　 ゼ ン シ ン

表記法や 「臂の 運動」， 「脚の 運動」， 「體 の 運動」， 「全 身の 運動」等 ，
「〜の 運動」と い う表記

法を用 い て い た 。 同 じ頃出版された天野皎編 『體操圖解』
C2S）

も 『樹中體操法圖』を参考に編集

され た もの で あ っ たが
， 同書は

， 「例言」で は 「手 ノ運動」， 「体 ノ 運動」， 「足 ノ運動」 と表記

して い る もの の ，本論で は 「腕ノ操技」，「体 ノ操技」，「脚ノ操技」 として い た 。
こ の

一
貫性の

無 い 表記法 は
， 「運動」語彙 に つ い て の と らえ方が確立 されて い なか っ た こ と を示唆 して い た 。

　明治 9 （1876）年Van　Casteel，　AT ．訳 『童女箆　巻
一
』

〔29，
が 出版 され る 。 こ の 訳書は

， 英人 エ

ル ・
フ ァ レ ン タイン 編 （1873），『ゲア ル ス

， ア ウ ン
， ブ ッ ク』（London） を原著 とし て お り，

「児女 ノ 為 二 」多 くの 遊戯運動 を紹介 して い た 。 なお ，同書は，体操伝習所 関係者が 発表す る

前に 「女児」の ための 「體操」を紹介 した点で 注目す べ き訳書で あ っ た 。 同書 には
， 「身體 ノ

運動」 を伴 う簡単 な遊戯を初め
， 「ク ロ ケ ー」， 「カ リス ゼ ニ ッ ク ス 」， 「體術」，「跳舞」等が紹

介され て お り， その 解説文の 中で 「臂 ノ運動」， 「手臂 輪形 ノ 運動」， 「輕杖運動」， ある い は

「野 二 於テ 運動 ス ル 」，「其運動ヲ輕捷 二 」等の よ うに ，「運動」語彙が使わ れて い た 。 しか し，
一

部 に は 「動搖」， 「運移」，「活動」等の 語彙が 「運動」語彙 と同義 に考 え らる 語彙 と して 使わ

れて い た 。

　GA リ
ー

ラ ン ドロ 授 ・久松義典記 『體 育新書』
〔3°｝

は，リ
ー

ラ ン ド系統の 体操 を紹介 した最 初

の 書 で あ る 。 後年上 しされた G．A．リー
ラ ン ド述 ・坪井玄道訳 『新撰 體操書 』

（a”

と 『體育新書』

は ，内容 にお い て は 類似 した内容で 構成 され て は い たが ，『新撰體操書』に は ，「運動」語彙の

使用 に 一貫性が あ るな ど
，

『體育新書』 よ り表記法 に 進 展が 見られ た 。 両者の 若干の 語彙を比

較 して み よう 。 左側 の 語彙が 『體育新書』で
， 右側の 語彙が 『新撰體操書』 の 語彙で ある 。

　 「操 習」 ＝＝ 「演習」，「練習」 ＝ 「運動」，「操作」＝ 「運 動」，「運 動」＝ 「運動」，「擧動」＝

「擧動」， 「技 藝」 ＝ 「體操法」， 「操 習場」「操場」 ＝ 「體操場」 「體操所」， 「操習者」 ＝ 「演習

者」

　また
， 『新撰體操書』で は

， 「運動法 （「輕運動」， 「重運動」）， 「體操運動」， 「身體運動」等の

新し い 語彙も使用 され ，「運動」語彙の 概念が 確立 され て い た こ とを示唆 して い た。 なお ， 同

時期 に刊行 された 『新制體操法』 も， 『新撰體操書』 と同 じ傾 向を示 し て い た 。

　明治ll （1878）年 10月文部省布達第 5号をもっ て 「體操傳習所」が設立 され る
。 先に述 べ た

リ
ーラ ン ドを指 導者 に迎 え

， 翌年 の 4 月か ら授業が 開始され る 。 こ の 「體操傳習所」は
， 「体

育法を研究選定す る こ とと，それ を指導 しうる 優秀な教師を養成するjf32）　ff関で あ り，「體 操」

の 普 及と定着に 貢献 した 。

　明治12 （1879）年 「教育令」が 公布 され る 。
こ の 「教育令」は，学校 の 設 置や 管理 ，ある い

は教科内容 に つ い て 自由放任 の 姿勢 をとっ たため ，教育界は著 しく混乱 した 。 その ため
， 翌 13

（1880）年 12月 「教育令」 を改正 し，同14（1881）年 5 月 「小学校教則綱領」 を公布す るな ど，

改善に努め る 。

　 こ の 「小学校教則綱領」で は
， 小学校が初等科 （3 か 年）， 中等科 （3 か年）， 高等科 （2 か
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年）の 計 3科 8か 年課程 となる 。 「體操」は
， 従来土地の 事情 に よ り実施す る こ と とな っ て い

た の が 「必 修」 とな り，「毎日凡二十分間適宜之 ヲ 課ス ヘ シ」とな る 。 その 教材は，初等科 1，

2年 「遊戯」，初等科 3年 ・中等科 1 ，2 年 「徒手運動」，中等科 3年以上 「器械 運動」となる 。

「運動」語彙が ， 学校教育 に係 る法規 の 中で 初め て 登場する 。 こ の 身体 「運動」語彙の 登場 は
，

こ の 語彙が 教育界 に定着し終 えて い た こ とを示 して い た 。

　以上の ように ， 教育分野で は ， 明治14 （1881）年頃に は身体 「運動」語彙が ， 刊行物の 中で

一
貫性 を もっ た用法で 表記 される ように な っ た り， 教育法規の 中で も表記 され る ように な っ た 。

こ の こ とは ，こ の 身体 「運動」語彙の 定着を示 して い た 。

　なお ，
こ の 定着 に 当た っ て

， 「體操」科の 導 入 とそ の 指導 ， 「養生 口授」 ・ 「生理 」の 指導 ，

国語科系の 「連語圖」 の 指導等の 教育事情 ，
ある い は 「體操傳習所」 の 設 立，啓 蒙主義的教育

関係書 の 刊行等の 社会的事情が大 きく影響 して い た。

　 2．軍事関係分野で の身体 「運動」の 定着

　幕末か ら明治初 期にか けて の 軍事関係分野 に おけ る 身体 「運動」語彙の 定着に つ い て，洋式

軍事訓練 と 「體操」 との 関連 に 視点を置 き検討 を進め て い きた い 。

　わが 国で の 西洋砲術の 操練 は ，「天 保十二 丑年五 月九 日武州西臺徳丸之原に於て」f高島四郎

太夫」外 約百名 に よ っ て 行 わ れた操練 を もっ て こ う矢 とす る
〔33〕

。 安政 3 （1856）年幕府 ， 講

武所 を創設 して 西洋砲術を教授 した め
， 数年後諸藩の 大半が 西洋流 に兵制を転換する

。 以下 ，

身体 「運動」語彙の 定着に 関連す るわが 国の 軍事関係 の 改革 を概観する 。

　幕府 は
， 当初陸 ・空軍 と もに オ ラ ン ダ制を と っ たが，後 ， 陸軍が フ ラ ン ス 式 に

， 海軍が イギ

リス 式に よる こ ととした。 慶応元 （1865）年横浜太 田村に屯所 を設 け，三兵伝習所を開設 し，

同 3 （1867）年 に は フ ラ ン ス 軍の 歩兵少佐 シ ャ ノ ワ ン ら に よ る三 兵伝習が 行わ れ る
｛34｝

。 こ れ

に対 して 海軍で も ， 同年イギ リ ス 人教師に よっ て 「海軍伝習」が行わ れた
C35｝

。 なお ， 幕府は
，

慶応 2　（1866）年，軍艦操練所 を 「海軍所」 に，講武所 を 「陸軍所」 と改称 した
儡 ｝

。

　明治 2　（1869）年 9 月政府 は
， 京都兵学所 を廃 し

， 大阪に 兵学寮を設ける 。 こ の 兵学寮の 開

設は ，大村益次郎の 新軍隊建設構想 の 柱をなす もの で あ っ た 。 同 3 （1870）年 5 月横浜語学所

を大阪の 兵学寮に 移 し，幼年学舎 を設 け ， 10月に兵学寮に係 る 「兵学令」 を定め る 。 それ に よ

れば，兵学寮は ，「海陸両軍 ノ士官ヲ教育培養ス ル 所」で，「幼年学舎，青年学舎」の 二 つ に分

かれて い た
t311

。 明治 5　 q872）年 6月 「兵学令」が廃止 され ， 「陸軍兵学寮概則」が定め られ，

同年IO月 「兵学寮内条例」が定め られる 。 明治 7 （1874＞年 2 月，兵学寮における 「第 3 学舎」

が陸軍戸 山学校 と改称 される 。 翌 8 （18ア5）年 5 月陸軍省直轄校 とな っ て 独立す る 。

　兵制改革に よる洋式軍事訓 練 （当時 ， 「演習」， 「操練」，「調練」 と呼称す る 。 〉の
一

つ として

「體操」が導入 される 。 た だ し， 「體操」が導入 された当初 ，
こ の 語彙 は

， 「體操」（gymnaStics）

を初 め と して ，「物體学」 （gymnastiek），「體學」 （gymnastique），「筋節運動」「開胸緩筋」
〔：i8）

（extension 　motion ）と多様 に訳 されて い た
。 「運動」 と い う語彙は

， 洋式軍事訓練の 軍隊用語

と して
，

また
， 「體操」用語 と して も使用 され た 。 こ の 点に つ い て

，
以 下検討 して い きた い

。

　 プロ イセ ン の ヘ イ ン リ フ ・プ ン ・ブ ラ ン ド トの 兵学に 関する書 をオ ラ ン ダ の イ ・イ ・ハ ミ ル

ケ ン が オラ ン ダ語 に 訳 した もの を日本語 に訳 した 高野長英 の 『三 兵答古知幾』に は ，「運動」

は，軍隊の 進退 ・移動の 意を もっ た 軍隊用語 と して の み用 い られ て い た 。 すな わ ち ， 「運動」
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に係 わ っ て 同書 は
， 「凡 ソ兵士 進テ

， 敵 二 近 ッ キ
， 或 ハ 退 テ

， 敵 ヲ 避 ン トス ル トキ ハ
， 則チ運

動セ サ ル コ トヲ得ズ．而其運動 ス ル ニ ハ ，自ラ
ー
定の 法則 ア リ，是 レ則チ運動學ナ リ」

〔SU｝
と解

説 し て い る 。 なお ， 身体 「運動」の 意の 類似語 と し て は
， 「運用」

〔4ω
と い う語彙 を使用 し て い

た 。

　木間寿助 『歩操新式　再刻小 隊教練』
｛4P

で も，「運動」語彙の 使用 に つ い て は，例 えば，

「『進 メ』 ノ令 ニ テ小隊速 二 運動 ヲ始メ 」， 「重複卒伍 ヲ以テ側面行進　此運動 ヲ施行 セ シ ム ル 為

二 」の よ うに，『三 兵答古知幾』と同 じく軍隊の 進退 ・移動の 意の み に使用 して い た 。 な お，

同書の 初版は，元治元 （1864）年で ある 。

　高槻肇抄 『英 國歩操 圖解』に は
， 「小隊運動」

〔42）
な ど

， 軍 隊の進 退 ・移動の 意を もつ 「運動」

語彙として，また，以下 の ように，身体 「運動」の 意 をもつ 「運動」語彙として も使用 されて

い た 。 す なわ ち ， 「開胸緩筋」 の 「第ニ ノ 業」 に ，「兩足 ニ テ 爪立チ 延 ヒ揚ル （「絵」省略 ）運

動續ケ　此令ニ テ ハ 前 ノ （
一

二 ）ノ運動 ヲ右翼生 兵ノ早サ ニ 從 ヒ 續ケ テ 施行ス ヘ シ」
（d3）

と ， ま
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ツ リ ア イ

た
， 「進行ノ姿勢」 には

， 「其節 々 能ク矩合 二 叶テ運動 ス ル コ トヲ要ス （中略）手 ヲ股 二 著ル コ

トナク脛 ノ 運動 二 應 ス ヘ シ ○脛 ノ運動ハ 腰 ヨ リ生 シ テ 寛祐 二 自在 ヲ得 ヘ シ」
｛“ ）

と の 解説 が あ

る 。

　 とこ ろ で ，こ うした翻訳書 の 背景に ある 当時使用可 能な辞典類は ，外国語と 日本語 との 関係

で どの ような対訳 を した の か
，

以 下 ， 若干 の辞典 に つ い て 検討 して み よ う。

「N．S．Calisch：Niew　Woordenboek　der　Nederduitsche，　Fransche　Hoogduitche　en 　Engelsche　talen，

P．334，1854」で は，「Ligchaamsbeweging 」と 「Ligchaamsoefen｝ng 」が 「exercise 　of　the　body」，

「v ．　exercice 　du　corps 　in　gymnastique 」 と訳 されて い た 。

〔ds♪

　メ ドフ ァ
ー

ス トの 『英華辞典』（WHMedhurst ：EngliSh　and 　Chinese　Dictionary，　ShanghaL　1847−

1848）で は
， 「exercise 　運動 　操演　練習」とある

〔46）
。

　 ロ ブ シ ャ イ ドの 『英華字典』で は
， 「bodily　exercise ， 運動」， 「military 　exercise

， 武藝」，

「Exercise，　to　train」に対 し 「練習1 「操練」「訓練」等の 訳が見 られた
〔4T｝

。

　堀達之助編 『英和對譯袖珍辭書』
us ）

に は，「運動」 と訳 されて い る語が 6 語見 られ る 。 そ の

うち，「Motionjは 「動 キ，運動 ，運 び ，進 ミ兵 ，生物 ノ働キ，（後略）」，「Movement」は 「運

動」 と訳 され て い る 。 な お
， 「Exercise」 は 「稽古」 「練法」 「練兵」 「習熟」等 と訳 され て い

る 。

　 ヘ ボ ン の 『和英語林集成』
q9 ）

（初版）で は
， 「UNDO ，

ウ ン ドウ
， 運動 ，

　 n ．Motion，　 circular

movement ，　 exercise ．」 とあ り， 再版で は
， 「UN −D6 ，

ウ ン ドウ，運動 ，
　 n．Motion

，
　 movement

，

exercise 」 とあ る 。 な お
，

こ の 「ヘ ボ ン 辭書」は
， 海軍伝習 （1867）時に 活用 され た とい う

〔s°）
。

こ の 海軍伝習 の 「生徒修業時限」 に は
， 「逍遙運動」の 時間が 2 回設定 されて お り

〔51）
， 海軍で

も身体 「運動」の 意で 「運動」語彙 を使用 して い た こ とが 認め られ る 。

　 以上 の よ うに，当時使用可能な辞典類 を見る 限 り，「運動」語彙 を軍隊の 進退 ・移動 の 意 に

加 えて
， 身体 「運動」の 意をもつ 語彙 と して も使用 で きる素地が あ っ た もの と考 え られ る 。

　 先 に も触れ たが ，慶応 3 （1867）年幕府の 要請で 来日 した フ ラ ン ス 軍歩兵少佐シ ャ ノ ワ ン

（Chanoine，CSJ）は
， 三兵伝習の 中で 「練體法」 を実施す る 。 こ の 練體法 は

， 「自然身體の 勞役

を好 まさる人 々 を して 屈伸 自在動作活撥な ら しむる爲」
〔52）

の もの で あ り， 調練の 基礎訓練と し

て行わ れる体操で あ っ た 。
こ の 練體法の 実施に は ，幾つ か の 体育史的意義が見 られ た 。

一つ は
，
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兵式体操 の 意義 を明 らかに し ， それ を基礎訓練に位置づ けたこ とで ある 。 「法蘭西軍務使臣建

白和解」 に 「砲兵卒 を して體力の 運動 （後略）」
 

と記 されて い る こ とか ら， 練體法に は
， 「屈

伸 自在動作活撥な らしむる」こ とと， 「體力」を つ ける こ との 目的が あ り，基礎的な訓練 とし

て位置づ け られた の で ある 。 二 つ 目は
， 本稿が問題 に して い る語誌的意義で ある 。 重複するが ，

先の 「體力の 運動」 も示す よ うに
， 「運動」 語彙が身体 「運動」の 意で も使用 され た こ と で あ

る
。

三 つ 目は ，こ の 兵式体操が 明治初年にお ける学校体操に影響を与えたこ とで ある
。 今村嘉

雄 は
，

こ うした事情 に つ い て 次の ように 報告 し て い る 。 「仏式調練で は
， そ の 基本訓練 と して

，

完全 に 近 い 近代的な体操の 体系を擁 して い た か らで あ る 。 加 えて 明治新政 府の 兵制が 当初 仏 式

に よ っ た ため ，幕府陸軍所兵制は ，新政府 の それ に発展 し，基礎訓練として体操 又は体術 は，

陸軍 の 『体操教範』 （明治七 年） と して全 国壮丁 を対象 とし て 行な わ れ，学校体操 とも関連 を

持つ ように なる 」
tsd）

と。こ の 指摘 は，「学制」の 公布を転機に登場 した学校体操が，
一時的で

はあるが
， 軍隊の 体操 と同じ く仏式の 体操 に よっ て な された こ とを述べ た もの で ある

｛SS）
。

　明治初年における仏式兵式体操の 流れ を主要な文献で追 っ てみ る と，田邉良輔訳述 『新兵體

術教練』 （1868），陸軍文庫編 『體操教範』 （1874），
ベ ル ギ ュ 著 ・石橋好

一
訳 『體操書』 （1874）

等の 文献が挙げられ る 。 こ れ らの 文献を中心 に ， 兵学寮関係事項に も触れ て検討を加えて み た

い o

　 「陸軍 体操史上
， 重要な意義 をもつ 」

Csfi）
と評価 され て い る 田邉良輔訳述 『新兵體術教練』

G7｝

は
，

「體 術 」に つ い て ，「夫れ体術 は新兵 を して強壮 の 軍卒たら しめ ん とする の 基本にて先づ 四

体筋骨 を柔和 げ運動 自在 を得せ しめ」 （ル ビ を省略） るため と
， 先 に 述べ た兵式体操の 目的 ・

位置づ け と同様の こ とを明言 して い る 。 加えて，「體術」 の 中で 「運動」語彙 が 身体 「運動」

の 意 と して明確に とらえ られて い た 。 本書で は
， 身体 「運動」語彙が

，
上記の 「運動 自在」を

初め
， 「頭首の 運動」や 「臂の 運動」等 ， 「運動 の 業」 に つ い て の 個 々 の 解説に 慣用 され て い た 。

本書の 「體術」は
， 明治 2 （1869）年設置 の 兵学寮で 実践 され た もの と考え られ る

。 明治 3

（1870）年 10月制定の 「兵学令」
c58’

に よれ ば
， 兵学寮は

， 「海陸両軍 ノ 士 官ヲ教育培養ス ル 所」

で あ り， 「幼年学舎 ， 青年学舎」の 二 つ の 学舎か ら成 っ て い た 。 そ の 幼年学舎の 「及第科 目」

に 「体術」（「騎兵」，「砲兵」，「造築兵」）が 見られた 。

　 こ の 兵 学寮 は
，

フ ラ ン ス 兵制 になら っ て の 軍制改 革の
一

環と して 設置 された もの で あ り，
こ

こ で は ，フ ラ ン ス 軍事関係 の 多 くの 文献が 翻訳 され た 。 大 久保 英哲 は，そ の 翻訳書の 中に

gymnaStique に係 る訳語 が多 く見 られる こ とを報告 して い る
c59〕

。 例 えば
， 「体学」， 「躰術」 を

初 め，「筋骨 ノ 運 動1　（60）
， 「筋骨運 動」 ・ 「筋骨運動 師」

（en
等の 訳語が そ れで あ る 。

　 明治 5　（1872）年 「陸軍兵学寮概則」及び 「兵学寮内条例」が定め られるが ， それに よれば
，

「兵学寮 は士官学校，幼年学校，教導団 の ほか ， 4 つ の 学舎か ら成」 り，「その 第 3学舎が 2 科

に 分れ ， 射的
一

般 の 諸学術 と体操の 学術を取扱う所」 となる
c62）

。 明治 7 （1874）年 こ の 「第

3 学舎」が 陸軍戸 山学校 とな り， 「射的 ， 体操ヲ 以 テ 専科 トシ
， 兼テ 攻守戦法訓練セ シ ム ル 所」

となる
c63）

。当初，エ シ ュ マ ン （Echeman ）や ジ ュ ク ロ （Ducros，FJ．）らの フ ラ ン ス 教官団に よ

っ て 指 導が行 わ れた
C6d）

。
つ ま り， 幕末 に おける フ ラ ン ス 軍人に よる洋式軍事訓練 に 関連 して

登場 した 「體操」は，「明治の 新陸軍 に受け つ が れ （中略）陸軍戸 山学校体操科 （明治 7 年）

と陸軍の体操手引書 として制定 された 『体操教範』 （明治 7 年が最初）を中心 に，陸軍全体へ

普及す る こ ととなる」
（G5｝

の で ある 。
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身体 「運動」 の 語誌的研 究 9

　陸軍省編 『體操教範』 （陸軍文庫 ， 1874）は
， 全 3巻 中の 1 巻で あ り， 「柔軟 ノ演習」， 「体の

均合演習」， 「筋肉ノカ ヲ強壮 ニ ナ ス 初本 ノ 演習」に よ っ て構成 され て お り，「政府傭入れ の フ

ラ ン ス 歩兵将校エ シ ュ マ ン Echeman が 口述 した仏 国陸軍省発刊 『体操教範』ア ン ス トリク シ オ

ン ・プ ール ・ラ ン セ イギ ュ マ ン ・ド ・ラ ・ギ ム ナ ス チ ッ ク Instraction　pour　16nseigment　de　la

gymnastique，
1860．の 抄訳」で ある

c66）
。 その 各演習の 解説 に は

， 「頭及 ヒ 体 ノ運動」， 「両臂ノ 運

動」，「両脚 ノ運動」， 「格力運動」等
〔6T）

，身体 「運動」 の 意で 「運動」語彙 が名詞，ある い は

動詞 として慣用 され て い た 。

　 「體操」の 各運動 を年齢別 に配 当したもの が 文部省刊 の 『體操書』 （1874）で あるが ，本書

の 原典は ，フ ラ ン ス 陸軍士官 ベ ル ギ ュ （Vergnes，C．）の 著書 『Manuel　de　Gymnastique』（1872）

と され て お り
coa）
，こ うした 関係か ら，明治初年の 学校体操 と仏式兵式体操 と の 結 び付 きが あ

っ た と報告されて い る わけで ある
（69）

。

　こ の 『體操書』で は，「Mouvements 」が 「運動」 と
， 「Exercices」が 「体術」 や 「運動」 と

訳 され
〔ア゜〕

， 「初級運動」， 「此運動 ハ 」， 「（直 レー
）の 令にて運動 を止 め」， 「繰返 し運 動すべ し」，

「同様 の 運動 を行ふ べ し」， 「續 て 運動 して 」， 「適宜の 運動」， 「陸泳 ぎの 運動」等 ， 身体 「運動」

の 意で 「運 動」語彙が 贋用 され て い た
〔700

　 こ の 『體操書』 は
， 大阪英語学校 を初 め

， 東京の 開成 学校や 他の 官立学校 に お い て
， 「体操

教授」 に 活用 された 。 明治 H （1878）年 9 月16日付 の 「大阪英語学校長か ら伊 沢修二 宛」 の 報

告で あ る 「該校体操科 の 内容」には，身体 「運動」 の 「運 動」語彙 は，「體操」 の 解 説文 の 中

で 以 下の よ うに 慣用 され て い た 。 例 えば
， 「筋骨運動　生徒 ノ手足運動 ヨ リ全体 ノ 運動 ヲ 行 フ

ヲ 云」，「太頭棒 ノ運動　生徒両 手 二 壱個ッ ッ木棒 ヲ持チ ， 運動 ヲ行フ ヲ云」， 「蹴鞠運動　此運

動 ハ
， 各生 徒両側 二 分 レ （中略）達 ス ル 運動ナ リ」，「右各種 ノ 運動 ハ （後略）」 とある

 

。

　わ が国の 近代兵語辞典の 原典で ある 『五 國對照兵語字書』が ， 明治 14 （1881）年 に 出版 され
，

兵語 の 統
一と定着に貢献する 。

　幕末に 各藩が導入 した西洋兵学は
，

フ ラ ン ス 式，オ ラ ン ダ式 ， イギ リ ス 式， ドイ ツ 式 と多様

であ り，調練用語 も不統
一

で あ っ た。政府は ， 明治 3　（1870）年末，海軍 をイギ リ ス 式に ， 陸

軍 を フ ラ ン ス 式 に改編す る よ う各藩に布告 したが ，その改編 は，容易に進 まなか っ た 。
こ うし

た国内事情 が背景に あ っ たた め ，政府は，兵語の 確定 と統
一の ため，明治 7 （1874）年 5 月兵

語字書の 編集 を陸軍省翻訳課 に 下令 し，西周 と室岡峻徳 ら翻訳課員 8 名に よ っ て翻訳作業 が 開

始 され ， 同 12 （1879）年 10月に脱稿 した 。 その 原本 は
， オラ ン ダ歩兵大尉 ラ ン トラ ッ タ編集 の

フ ラ ン ス ・ドイ ツ ・オ ラ ン ダ各語 の 『四國語對照兵語辞典』 （1867）で あ っ た 。 以 上 が ，『五 國

對照兵語字書』の 刊行 に 至 る まで 背景 と経過で ある
（71）

。 こ こ に は
， 兵語 （軍事調練用語 ）の

定着に係る い くつ かの 間題が 示唆 され て い る 。

一
つ は

， 明治 7 （1874）年まで は，全国的に 兵

語が不確定 ・不統
一

で あ っ た が ，
フ ラ ン ス 式 （陸軍）及び イギ リ ス 式 （海軍）の 兵語 は

，
こ の

頃すで に確定 ・統
一

されて い たこ とである 。 二 つ には，出版 に よ っ て 兵語 の 統
一

が 全国的に促

進 され たが ，そ れ は明治10年代半ば で あ っ た こ とで ある 。

　 『五國對照兵語字書』に は
，
Movement とMotionの 2語が 「運動」 と訳 され

， 関連 して 「滾

転運 動」，「斜行運動」，「退 行運 動」等の 訳語 も見 られ た
C74）

。 本書に 係る前述 の 示唆等 と明治

7 （1874）年に刊行の 『體操教範』， 『體操書』に係 る戸 山学校 ・官立校の 指導実態等か ら ， 身

体 「運動」 とい う 「運動」語彙は
， 明治 7 （1874）年頃に は 中央の 軍事関係者間で 基礎的調練
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一

用語 として すで に定着 して い た もの と推知で きる 。 ただ し，そ れが全国的 に定着 し終 える の は
，

明治 10年代半ば と考えられる 。

】V　 お わ りに

教育分野 と軍事関係分野に お ける身体 「運動」の 「運動」語彙の 定着に関して 検討を加えて

きたが ，若干の 知見 も得 られ た の で ，それ らをまと め て 本稿の 結び と した い 。

　1 ．教育分野で は
， 明治 14 （1881）年頃 に は 身体 「運動」語彙が

， 刊行物や教 育法規 の 中で

　　表記される ように なっ た 。
こ の こ とは，こ の 語彙の 定着を示す もの と考え られた 。 こ の 定

　　着 に 当た っ て は
， 教育事情や社会的事情が大 きく関与 して い た 。

　2 ．「運動」語彙は，幕末か ら明治初 年にか けて の 軍事調練 （操練）にお い て 2 つ の 意 をも

　　つ 語彙 ，
つ まり， 軍隊の 進退 ・移動の 意 と身体 「運動」 の 意 として ，その 定着傾向を強め

　　て い っ た。 特に ，身体 「運動」語彙は，調練の 基礎的訓練とし て 位置づ けられた 「體術」

　　「體操」 の 中で 慣用 された 。

　　　 また ，
こ の 身体 「運動」語彙 は ， 明治 7 （1874）年の 『體操教範』及 び 『體操書』の 刊

　　行時に は政府軍事 関係者間に お い て すで に 定着 して い た もの と推知で きた 。 しか し，そ の

　　全国的 レ ベ ル で の 定着は
， 明治 10年代半ば頃 と考えられた 。
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